第3回「地方行政の現場から」（神田校舎5号館542教室，2018年12月8日） by unknown





























































特集　学生と市民のための公開講座『現場からの法律学・政治学  Ⅲ』 　151　
す。そういう重要なプロジェクトを役所の中で，どのようにしてマネジメントしてい
くのか。役所の中にも色々な考え方がある。それだけではなくて，住民，事業者の中
にもいろいろな意見や立場がある，そうした人たちとどのようにして協力関係を構築
していくのか。これらの点に注目して，お聞き頂ければと思います。
　もう一つは「窓口業務改革」です。「窓口」というのはまさしく住民と行政との接点
です。行政の最前線と言っても過言ではありません。前川所長がおっしゃったように，
「窓口」のイメージが役所のイメージを決める側面さえあります。この「窓口業務」に
ついて，現在，国や自治体が改革を進めようとしています。皆さんもご承知の通り，
例えば民間企業，とりわけ銀行などでは，今その窓口が大きく変わりつつあります。
ATM化も進んでいますし，非常に効率的になっている。その一方で，役所の窓口は
何十年も余り変わっていない，という側面もあります。こうしたことについて，どの
ように考えていけばよいか，本日学ばせていただきたいと思います。
　まず原課長からご報告を頂き，その後，10分くらい質疑の時間を設けます。その次
には高野課長からご報告を頂き，同じように質疑を行う，というかたちで進めて参り
ます。
　では，早速ですが，原課長，よろしくお願い致します。
